
＜平成２５年１２月 第４回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

初めに、平和事業への取り組みについてお伺いいたします。 

終戦から 68 年がたち、私たちは、平和という宝のときを次の世代にしっかりと

継承していく責務があると考えております。そして、そのためには、国民の生

命と財産を守る環境整備とともに、御高齢となりました戦争体験者の心をどう

継承していけるのか、あらゆる機会を捉え、今、自分たちのできることから真

剣に取り組んでいく必要があると思います。 

先日、私ども公明党会派として、広島の平和記念資料館に視察へ行かせていた

だきました。広島、長崎は、被爆地として、戦争の悲惨さを伝え、平和をかち

取るために行動し、そして次の世代に継承するための努力を日々忘れることな

く進めておられることは、広島市市民局国際推進部の担当者からのお話を伺う

中で強く感じ、また学ぶことができ、大変に有意義な視察となりました。平和

への思いを共有していくために、実に多くの取り組みが行われております。 

今回は、その中から次の３点について取り上げ、提案させていただきます。 

まず、１点目です。平和首長会議への加盟についてであります。 

ことし８月６日に、平和市長会議から名称変更されました平和首長会議は、1982

年６月 24 日、ニューヨークの国連本部で開催されました第２回国連軍縮特別総

会の席上、当時の広島市長より、社会の都市が、国境を越えて連帯し、ともに

核兵器廃絶への道を切り開こうとの提唱があり、この趣旨に賛同した都市、自

治体で構成されている機構でございます。 

現広島市長の松井市長は、「広島、長崎の被爆の実相を見れば、核兵器は、非

人道兵器のきわみであり、絶対悪であることは明らかです」と訴えておられま

す。私も全く同感であります。 

我が立川市では、平成４年３月に平和都市宣言を行っておりますが、今現在、

この平和首長会議への加盟はされておりません。かつて基地のまちと言われた

立川は、今、平和、文化のまちとして発展しており、世界平和へ向けての一翼

を担っていく使命があるものと考えております。 



この平和首長会議については、清水市長もよく御存じのこととは思いますが、

いま一度確認の意味でお尋ねいたします。市長の平和首長会議に対する認識に

ついて、またこれまで平和首長会議に加盟されてこなかった経緯についてお聞

かせください。 

２点目、子どもたちの平和式典派遣事業についてお伺いいたします。 

広島市では、小、中、高校生、そして 18 歳以上のそれぞれの年代の市民を対象

とした平和学習のプログラムで、原爆や平和について学び、平和への願いの発

信や行動に移す場が提供されております。また、広島こども平和のつどいでは、

８月６日の平和記念式典参列のために、広島を訪れた子どもたちと広島に住む

子どもたちが交流し、劇や歌なども発表しております。私たちが平和記念資料

館を訪ねたときも、大変に多くの児童生徒が見学しておりました。悲惨なパネ

ルや展示品を目の当たりにした高校生たちも、真剣に見入り心におさめている

姿が印象的でございました。 

ことし、東京の多摩市では、初めての取り組みとして子ども派遣事業を実施い

たしました。作文による事前選考を経て、派遣された市内公立学校に通う小中

学生６人を８月５日から２泊３日で被爆地広島へと派遣し、広島平和記念式典

への参列や平和記念資料館の見学などを通して、戦争と平和について考えても

らおうというものであります。後日、開催された報告会では、一人一人が、し

っかりと受けとめたことや感じたことを報告文にまとめ、読み上げたそうであ

ります。これからの未来を担う子どもたちの心に、平和に暮らせることへの感

謝と絶対に戦争を起こしてはいけないといった思いは、深く、深く命に刻まれ

たことと思います。 

そこで、お伺いいたします。多摩市で実施されたような子ども派遣事業、こう

いった事業をぜひ我が立川市でも取り入れていただきたいと考えますが、いか

がでしょうか、市長の見解を伺います。 

３点目、原爆展の開催についてお伺いいたします。 

広島市では、平成８年以降、毎年、国内３都市程度で、被爆資料及び写真パネ

ルの展示、また被爆体験表現等を内容とする被爆展が開催されております。そ

の開催都市数は、平成 25 年３月の時点で 50 都市を数え、ことしは、長岡市、

盛岡市で開催されるとのことであります。開催に当たっては、費用がかかりま



すが、こうした貸し出し制度を活用して、この立川の地でも被爆展の開催がで

きないものかと考えますが、市としての御見解をお聞かせください。 

また、立川市としても、これまでに平和や戦争等をテーマに、さまざまな企画・

開催をされてきたことと思います。立川市でこれまでに行ってきた取り組みに

ついて、また市民の方の参加状況などについてお聞かせください。 

 

◎市長（清水庄平君） 

まず、平和事業への取り組みというお尋ねでありますが、平和を常に希求する

ことは、平和首長会議への参加の有無ではなく、国民の当然の義務であると考

えております。引き続き、世界平和を願い、市民が安全で安心して暮らせるま

ちづくりに取り組んでまいります。 

 

◎教育長（小町邦彦君） 

平和事業への取り組みについてでございます。 

生涯学習推進センターでは、生涯学習の一環として平和・人権学習事業を実施

しております。毎年８月を中心に、平和への願いと思いを込めた平和イベント

を実施しておりますが、本年は、子どもから大人まで、絵本から考える平和、

被爆者のお話を８月 14 日に柴崎学習館において開催いたしました。 

このイベントと同時に、館内講堂において、八王子平和・原爆資料館からお借

りした被爆者の遺品、被爆し溶けた食器等の現物約 10 点と「絵で読む広島の原

爆」という絵本の原画展示を８月 13 日から 17 日まで開催いたしました。 

さらに、関連した映画会、講演会もあわせて開催し、平和関連イベントとして

実施してまいりました。今後も、平和のとうとさを求める企画は継続して実施

してまいりたいと考えております。 

 

 



◎行政管理部長（遠藤幸男君） 

多摩市の取り組みについては承知しております。議員御指摘の実際の被爆の状

況などをじかに見聞きすることの意義については、異論がないところでござい

ます。 

しかしながら、参加できる人数が限られることなどもあり、多くの市民へ周知

することも大切と考えております。平和都市宣言に基づいた各種の取り組みに

つきましては、継続して実施しており、今後につきましても、平和都市宣言の

周知と平和事業を広く広報等を活用し、市民に平和の大切さを考えて、訴えて

まいりたいと考えております。 

事業創設につきましては、課題もあり、今現在は難しいものと考えております。 

 

◎教育部長（新土克也君） 

平和事業への参加者の状況でございますが、今年度、25 年度に実施しましたも

のとしましては、原爆関係の展示会、これは 70 人、それと被爆者の体験談等の

講演会を２回しまして 60 人、映画会が 20 人でございました。 

また、平成 24 年度では、平和都市宣言 20 周年事業としまして平和人権学習事

業を実施しておるところでございまして、映画会、展示会、演奏会、講演会、

バス見学等を実施しまして、延べ 7,375 人の参加者がございました。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

平和首長会議につきましてであります。 

これは、ことしの平成 25 年 11 月１日現在、新たに 45 の都市が新規に加盟され

ております。そして、トータルで、158 カ国地域、5,804、世界中の都市からこ

れだけの都市が加盟されております。 

また、近隣の多摩 26 市の中でも、19 市が既に加盟されております。市長が、今、

答弁いただきました平和を思う気持ち、これは、ある意味、当然のこと、当た

り前のことであるかもしれません。 



しかし、これからも、この平和を維持し、未来を生きる子どもたちに、平和の

世界を譲り渡していくには、いま一歩積極的にその意思を表明していくこと、

また行動に移し、社会に訴えていく取り組みは大変に意義あることだと思いま

す。 

この点について市長はどのようなお考えをお持ちなのか、改めてお聞かせくだ

さい。 

また、今後、立川市でも、平和首長会議に加盟していくといったお考えはない

のか、あわせて伺います。 

次に、平和式典への子どもの派遣事業について、現状的には、さまざまなこと

として、平和を訴え、教えているので、伝えているので、考えていないという

ことでありますけれども、やはり広島への派遣事業のように、みずからが現地

に行って学びたいと強く思っている子どもが、自分の目で見て、肌で感じて、

心に平和の種を植える機会も与えるということは、たとえ人数が少ないとして

も、大変に大きな意義があると考えます。ぜひとも、価値ある事業として、子

どもたちの平和式典派遣事業を実施していただけるよう、これは要望とさせて

いただきます。 

次に、原爆展の開催についてであります。 

毎年さまざまな御努力いただいていることがよくわかりました。残念ながら参

加人数はなかなかふえていないのかなというような印象も受けます。とても大

きなテーマ、重いテーマでもあり、周知方法や会場設定などの課題もあるのか

なということを感じます。ぜひとも、どこかのタイミングで、例えば平和宣言

の 25 周年などにあわせるなどして、会場も、庁舎内の多目的ホールとか女性総

合センター・アイムなどを使用して、原爆展の開催は行うといったことを提案

したいと考えますが、市としての御見解を伺います。 

 

◎市長（清水庄平君） 

平和首長会議への参加という御質問でございますけれども、特に現在は、参加

する明確な意思は持っておりませんけれども、御要望もございました、検討し

てみたいと思っております。 



 

◎教育部長（新土克也君） 

平和事業の取り組みでございますが、先ほど申し上げましたとおり、生涯学習

推進センターでは、生涯学習の一環として、毎年、平和・人権学習事業を企画・

実施しているところでございます。 

平成 30 年には、議員御指摘の立川市が平和都市宣言して 25 周年を迎える年で

ございます。このような節目の年を記念して、改めて平和のとうとさを訴える

事業は有効であると考えておりますので、事業内容や開催施設等も含めまして、

今後、検討してまいりたいというふうに考えております 

 

◆４番（山本みちよ君） 

平和首長会議につきましては、市長のほうからも、検討していくということで

御答弁いただきましたので、どうぞぜひ加入していただければということで要

望させていただきます。 

原爆展の開催につきましても、平和宣言の 25 周年にあわせて企画をということ

で、お話をいただきました。ぜひ周知をしっかりしながら、伝えるべきもの、

大切なもの、しっかり伝えていくという思いで、これも実現をよろしくお願い

いたします。 


